
申込専用FAX 03-5436-7745  

●申込方法 

1．申込書が届き次第、請求書・聴講券・会場案内図をお送りいたします。 

2．お申し込み後はキャンセルできません。 

  受講料は返金いたしませんので、ご都合の悪い場合は代理の方がご出席ください。 

 

3．申込み人数が開催人数に満たない場合等、状況により中止させて頂くことがございます。 

4．定員になり次第，申込みは締切となります 

会社名  事業所・事業部 

 

住所 

〒 

TEL  携帯電話  

 所属部課 氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ） E-mail   

受講者1    

受講者2    

今後ご希望しない案内方法に×印をしてください（現在案内が届いている方も再度ご指示ください） 

〔 郵送(宅配便) ・  ショートメッセージ(携帯電話)  ・ e-mail 〕 

個人情報の利用目的 

 ・セミナーの受付、事務処理、アフターサービスのため     ・今後の新商品、新サービスに関するご案内のため 

 ・セミナー開催、運営のため講師へもお知らせいたします 

・申込書に必要事項をご記入の上、FAX（03-5436-7745）にてお申込みください。 

・ホームページからも申込できます。 https://www.gijutu.co.jp/ 

「再生医療足場材料」セミナー申込書 

 （Live配信/アーカイブ配信 下記のいずれかに☑を入れてください） 

□ Live配信  (No.512116)   開催日：１２／１８ 

□ アーカイブ配信 (No.601162)  配信期間：１／６～１／１６ 

☆ 国内外の技術動向や市場の現状、最新動向が分かる！ 

☆ 今後の再生医療に求められる足場材料の製品像と、その製造方法が学べる！ 

セミナー№５１２１１６ 

  

●講師：(国研)物質・材料研究機構 高分子・バイオ材料研究センター 

生体組織再生材料グループグループリーダー 陳 国平 氏 

Live配信
または

アーカイブ配信

●聴講料：1名につき 49,500円（消費税込、資料付） 

  〔1社2名以上同時申込の場合のみ１名につき44,000円（税込）〕 

〔大学、公的機関、医療機関の方には割引制度（アカデミック価格）があります。〕 

●日   時：2025年12月18日(木) 13:00～16:30 

●会   場：Zoomを使用したLive配信 
      ※アーカイブ配信は1/6～1/16に実施 

 【講座主旨】 再生医療において、足場材料は細胞を三次元的に

分布させ、特定の形状を賦与しつつ、再生のためのスペースを

提供するための支持体として重要な役割を果たしている。また、

足場材料は、細胞の接着、増殖から基質産生へ向かうように細胞

の分化を制御できること、高い生体親和性、機械強度など、実に

様々な性質が要求される。加えて、理想的な組織再生を行うため

には、増殖した細胞と産生された細胞外マトリックスが組織化し、

新しい生体組織が形成される段階で多孔質材料は新しい組織に

置換されることが望ましい。 

本講演では、再生医療のための足場材料の研究開発の最近の

進歩と今後の展開について紹介する。特に、氷の微粒子による

足場材料の多孔質構造の制御や生体吸収性合成高分子と天然

高分子との複合化、自家足場材料、三次元パターン化多孔質足

場材料などの例を挙げながら、再生医療に相応しい足場材料お

よびその製造方法について述べる。 

【講座内容】 

１．再生医療及び足場材料の研究開発の現状 

２．再生医療の要素技術 

３．足場材料の役割 

４．足場材料の必要条件 

５．足場材料の原材料 

６．足場材料の作製技術 

７．三次元プリンティング法 

８．氷微粒子法 

９．生体模倣型マトリックス材料の作製 

10．複合多孔質材料の作製 

12．足場材料の組織再生への応用 

13．海外における再生医療足場材料の研究開発 

14．今後の展望 

【質疑応答】 

 ◆◆講師プロフィール◆◆◆◆◆ 

・専門分野：再生医療、足場材料、生体材料 
・学位：博士（工学） 
・略歴・活動・著書など： 
 2000年10月～2004年3月 
   産業技術総合研究所 研究員、主任研究員 
 2004年4月～2006年12月 
   物質・材料研究機構 主幹研究員 
 2007年1月～現在  
   物質・材料研究機構グループリーダー 
 2011年4月～2017年3月 
   物質・材料研究機構MANA主任研究者・ユニット長 
 2013年10月～現在 
   筑波大学大学院NIMS連係物質・材料工学サブプログラム教授 
 2006年4月～現在   日本バイオマテリアル学会評議員 

 2008年10月～2011年9月 
   JSPS「再生医療の実用化」に関する研究開発専門委員会委員 
 2012年9月～現在   日本再生医療学会評議員 
 2015年11月～現在   日本バイオマテリアル学会理事 
 2024年1月～現在    TERMIS-APのChair Elect 
 2022年7月～現在 
   英国王立化学会のMaterials HorizonsのScientific Editor 
 2015年 
   英国王立化学会フェロー、 
 2017年 American Institute for Medical and Biological Engineering

(AIMBE) フェロー 
 2017年 国際バイオマテリアル学会連合フェロー 
 2023年 Biomaterials Advances Innovation Award  
 2023受賞、2023年TERMIS-APのOutstanding Scientist Award受賞 

再生医療足場材料の 

国内外研究開発動向と今後の展望 


